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わたしたちの自主防災組織
見晴台自治会防災委員長　笠松　崇男さん

危機管理
連載シリーズ⚑⚙

　「助けられる人から助け
る人へ」を目標に、自主防
災組織内の各班で救助訓練
を実施し、訓練を行った班
員がほかの住人に対して救
護・担架搬送などの指導を
行っています。実践的な訓練を多くの人が体験
することが大切と考え、消火、避難誘導、炊き
出し、消防団との情報伝達、重量物の除去、ハ
シゴ救助、ロープワーク、捜索活動、仮設トイ
レ設置、のこぎり訓練なども実施しているほか、
災害時に避難路の安全を確認するためのバイク
隊も組織しています。
　また、行事の中で防災クイズなどを企画し、
楽しんで防災を知る工夫も取り入れています。

⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!災害

　災害時は、一度に多くの人が負傷するため、これま
でに発生したどの震災でも医療スタッフの不足が課題
になりました。
　多くの患者を、限られた医師により最善の処置をす
るために、市では、患者のケガなどの状態に応じて、
対応する病院を区分しています。
　患者のケガなどの状態に応じて、搬送する病院が異
なりますので、自分の地域の救護病院、救護所を確認
しましょう。また、日ごろから簡単な傷の手当てがで
きる救急薬品や消毒液などの準備をして、ケガの重症
化や感染症などを防ぎましょう。
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救護病院
ＪＣＨＯ三島総合病院
三島東海病院
三島中央病院

中等症患者
歩行不可
呼吸安定
意識あり

軽症患者
歩行可能

軽易な
傷病者

搬送は家族や自主防災組織で実施

避難所または
各自主防災組織で対応

重症患者
歩行不可
呼吸不安定
意識なし

救護医院（⚑⚕医院）
救護所
西小・錦田小
中郷西中・順天堂大
学保健看護学部

災害拠点病院
ＪＣＨＯ三島総合病院

災害時の負傷者搬送は地域の協力で。
身近な救護所・救護医院などを確認しましょう。

救護医院・救護所などに一部変更がありました

●救護所…「北中学校」から「順天堂大学保健看護学
部」に4月1日から変更。

●救護医院…「岳東クリニック」が南町へ移転し、名
称を「がくとう整形外科クリニック」に変更。

●災害拠点病院・救護病院…「三島社会保険病院」の
名称が「JCHO三島総合病院」に変更。

変更後の救護医院一覧

震度６弱以上の地震発生時の救護活動の流れ

※市内には救急車は４台しかないため、病院への搬送は
　家族や自主防災組織で行う必要があります。

救護医院地区

鈴木整形外科医院、三島メディカルセ
ンター、山口医院、川崎内科医院、辻
林内科、がくとう整形外科クリニック

旧市内

芹沢病院、とくら山口医院、渡辺整形
外科北上地区

後藤外科胃腸科医院、三愛医院、高野
内科循環器科クリニック、川島胃腸科
外科クリニック、斉藤医院、三島共立
病院

中郷地区
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催
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る
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千
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れ
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ま
す
Ố
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 三嶋暦 
みしまごよみ

と 天文 
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地
⑫
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ま
ぐ
ち
よ
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ち

▲写真①三嶋暦

　

◀
写
真
②
文
久
四
年
暦
の
部
分
日
食
の
記
載

　

◀
写
真
④
天
保
十
三
年
暦
の
末
尾
部
分

　

◀
写
真
③
慶
応
二
年
暦
の
皆
既
月
食
の
記
載

▲日清戦争祝捷碑（三嶋大社内）


